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大会実行委員長あいさつ

リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０２２にいがた

大会実行委員長石塚紀明
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実行委員長の石塚紀明です。
昨年に続き、実行委員長を務めさせて頂きます。

私の父は7年前に、がんで亡くなりました。

仕事柄｢健康｣を意識してきた私にとって父の死は大きな衝撃であり、
それと共に家族の気持ちを改めて知る事になりました。
母と弟が父を目の前に、最後の最後まで奇跡を信じながら不安や
恐怖という闇の中で必死に手を伸ばしていた事に当時、私は気付く
ことが出来ませんでした。

｢もう誰も、こんな思いをさせてはいけない！｣そう思い、何か自分に
も出来る事が無いかと考えていた6年前、リレー・フォー・ライフ・ジャ
パンと出会いました。
そして翌年、実行委員会に加えさせて頂きました。
1人でも多くの方々に笑顔で頂き、未来を繋ぎ、その伸ばしている手
を、しっかりと掴んであげられればと思います。
今年は３年ぶりの現地開催を目指しております。

直にお会いし、その温もりを感じ合いながら同じ時間を共有し、貴方
は1人じゃない、貴方の事を誰よりも大切に思う、誰かが必ず傍らに
いるという事をお伝え出来ればと思っております。

多くの皆様に参加頂ければと思います。
宜しくお願い致します。



リレー・フォー・ライフ（以下、ＲＦＬ）とは

がんサバイバー（がん経験者）やそのご家族を支援し、地域全体

でがんと向き合い、がん征圧を目指します。

1年を通じて取り組むチャリティ活動です。

1985年に一人の医師がトラックを24時間走り続け、アメリカ対

がん協会への寄付を募りました。「がん患者は24時間、がんと向

き合っている」という想いを共有し支援するためでした。

ともに歩き、語らうことで生きる勇気と希望を生み出したいとい

うこのイベントは、現在世界約30ヶ国、約4500ヵ所で開催さ

れ、年間寄付は300億円にのぼります。

・RFLはボランティアの手作りで企画・運営され、参加者の参加

費・寄付金・企業協賛金などは、がん研究者への助成、海外奨学

医の奨学金(2021年度は休止）、がん相談や検診率向上のための

がん患者支援活動に使われています。

日本では、国民の半数が人生で一度はがんにかかり、その結果、

3人に1人はがんで生涯を終えています。その現実を見れば、がん

克服は全ての国民の課題といっても過言ではありません。

・現在、全国でこの活動が始まっています。

新潟県内での開催は８年目となります。

・RFLは毎年開催していく活動です。

・RFLJ2022にいがたは過去2年間と同じオンライン開催ではなく、

コロナ禍前のような通常開催に近づけるべく、会場でのリレー

ウォークを主とした「現地（リアル）開催」

に向けて企画しております。
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2006年に茨城県つくば市で初トライアルがあり、翌年から芦屋市
と東京・お台場で始まりました。その後、全国で年を追って6ヵ所、
14ヵ所、20ヵ所、27ヵ所と増え続け、2021年には新潟をはじめ、
全国48か所で開催されました。

（昨年2021年開催は新型コロナウイルス感染症の影響で、やむを

得ず例外的に中止・縮小した地域もございました。）

開催状況

-- リレー・フォー・ライフ・ジャパンの使命と3つのテーマ --

使命

テーマ
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3つのテーマに支えられ、使命であるSAVE LIVESが
成り立っています。
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■リレーウォーク（夜通し推奨）

サバイバー（患者、経験者）

やケアギバー（家族、遺族、

支援者）はもちろん、どなた

でも参加できます。

仲間でチームを組み、交代で

歩きます。

（がん啓発のイベント（出展）、歌や踊りなどのパフォーマンス

イベントの開催は２０２１に限り開催見送りといたします。）

注：夜通しではなく1日イベントで予定しております。

またアプリを使ったセルフウォークリレーの企画も予定して

おります。詳細は随時HPよりお知らせいたします。

リレー・フォー・ライフでできること

※画像は過去開催の「リレー・フォー・ライフ・ジャパンにいがた」より
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■ルミナリエセレモニー

夕方には、ルミナリエに火を

灯し、がんと闘っている仲間

や亡くなった人に祈りをささ

げます。

■エンプティーテーブル

会場に来られなかった人の

ためのセレモニーです。

大切な人を想い静かな時間

を過ごし、夜を明かします。

注：現地リアル開催とネット配
信の併用でお届け予定です。



開催概要

①名 称

②開催方法

③開催趣旨

④開催日

⑤参加者数

⑥運営主体等
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・主 催：公益財団法人日本対がん協会（http://www.jcancer.jp/）

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた実行委員会

（ http://relayforlife.jp/niigata/）

・特別協賛：

（株）三菱UFJ銀行/住友生命保険（相）/ソニー生命保険（株）/

中外製薬（株）/サノフィ（株）/ （株）ECC/武田薬品工業（株）/

小野薬品工業（株）/ （株）ポーラ/第一三共（株）/

ブリストル・マイヤーズ スクイブ（株）/ベックマン・コールター（株）/

GAジャパンカンパニー（同）/JCRファーマ（株）/大樹生命保険（株） /

熊谷組（株）

・後 援：厚生労働省/新潟県/新潟市/長岡市/上越市/三条市/新発田市/

柏崎市/佐渡市/村上市/燕市/五泉市/阿賀野市/胎内市/加茂市/

見附市/小千谷市/十日町市/魚沼市/南魚沼市/妙高市/糸魚川市/

阿賀町/聖籠町/関川村/弥彦村/粟島浦村/田上町/出雲崎町/湯沢町/

津南町/刈羽村/

新潟県医師会/新潟県看護協会/新潟県薬剤師会/

新潟県歯科医師会/新潟市歯科医師会/

朝日新聞新潟総局/読売新聞新潟支局/日本経済新聞社新潟支局/

毎日新聞新潟支局/産経新聞社新潟支局/新潟日報社/

BSN新潟放送/N S T新潟総合テレビ/Tenyテレビ新潟放送網/

UX新潟テレビ21/エフエムラジオ新潟/ ※後援は前年実績

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた

現地開催（詳細はHPに掲載予定）

がん患者支援・がん征圧プログラム「リレー・フォー・ライフ

（RFL）」（命のリレー）の開催により、患者、家族、一般の

人との連帯感を高めて、楽しみながら勇気と希望を分かち合う。

地域社会主体のチャリティーとして、がん医療に対する啓発、

社会意識向上をもたらす。

2022年10月16日（日）

1,000名

©エイキミナコ
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①歩いて

チームを組んで、たすきをつなぎます。

思い思いのフラッグを作り、仮装しても

ＯＫ！当日個人参加で好きな時間だけの

参加も大歓迎です。

②ルミナリエで

当日参加の方はもちろんですが、参加でき

ない方も、ルミナリエバッグにメッセージ

をお書きください。集まったルミナリエは

HP・各種SNSにて公開させていただきます。

※ルミナリエバッグ：500円/個

③スタッフとして

実行委員や当日のボランティアとして、

新潟のリレーフォーライフを一緒に作り

ましょう。

※事務局にお問い合わせください。

④寄付・協賛金

リレーフォーライフのイベントの趣旨に

ご賛同くださる企業（団体）や個人での

ご協力をお願いします（別頁参照）。

各地で年間通して、募金箱の設置をして

いただくこともできます。

※事務局にお問い合わせください。

リレー・フォー・ライフに参加するには
7

画像転載：リレーフォーライフジャパンホームページ他より



8ルミナリエ

ルミナリエバッグは、がんで亡くなった方々を偲び、その方に
届けたいメッセージを書きます。

ルミナリエバッグは、がんで悩み苦しんでいる人を励ましたり、
がんを乗り越えた人たちを祝福するメッセージを書きます。

今年は３年ぶりの現地リアル開催、多くのルミナリエバッグを
お寄せください！当日会場でもお書きいただけます！！

ルミナリエバッグに明かりを灯しましょう！
心静かに「しのぶ」時間を設け、がんを乗り越えたサバイ
バー・ケアギバーを讃え「祝う」、がんで悩み苦しんでいる人
たちの「勇気」となります。

当日会場に飾られたルミナリエバッグ ルミナリエバッグ：500円/個

がんカフェ サバイバー・ケアギバーの
方が孤独を感じることなく、
気軽に病気について話せる
場所を提供いたします。

医療従事者や同じ病気と
闘っている方もおり、お茶
やお菓子を召し上がりなが
ら安心してお話ください。

＊新型コロナウイルスの感染症対策・
感染拡大防止に努めて行います。



ご協賛・ご協力のお願い

個人寄付：1口 3,000円（複数口可）

企業協賛：1口 10,000円（複数口可）

※皆さまの寄付金・協賛金で成り立っているイベント

ですので、是非ご協力のほど宜しくお願いいたします。

【振込先】

金融機関 第四北越銀行 本店営業部

普通預金

口座番号 ２６７０２２２

口座名 リレー･フォー･ライフ・ジャパン

にいがた 実行委員長 石塚紀明

※ 領収書の必要な方は実行委員会事務局までご連絡ください※

※また、HPよりオンライン寄付もございます 寄付金控除の利用可能です※

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた

実行委員会事務局

Tel:070-4394-7345（担当：本間）

Email: rflj.niigata@shinsen.biz
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本イベントに関するご質問やお問い合わせは
以下までお気軽にご連絡ください。

http://relayforlife.jp/niigata/

イベントに関
する情報は

ここを
チェック！



協賛承諾書 兼 HP・URL掲載応募用紙
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「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた」協賛承諾書

「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた」の開催趣旨に賛同し、下記の通り協賛を承諾します。
なお、協賛金は指定の口座に振り込みます。

●ご返送について●
承諾書送付期日 9月30日（金）までにお申し込みをいただいた企業・団体さま分は、

オンラインイベント開催までにHPや各種SNSに掲載させていただきます。
承諾書送付方法 メールまたはFAXにてご返送願います。
応援動画・写真・メッセージ等につきましては、リンク先の掲載でご対応させていただきます。
Mail rflj.niigata@shinsen.biz（ご入力後、このファイルを添付してください。）
FAX 025-241-0768（ご入力後、この用紙1枚を送信してください。）

貴社名・貴団体名 様

住所 〒

電話/ファックス TEL. FAX.

ご担当部署

ご担当者名

メールアドレス

社名掲載時の表記

①テキスト表記の場合

②企業ロゴバナーの場合

・表示エリア ： ホームページのトップページの企業協賛の紹介エリア

・サイズ・表示形式 ： 横３５０×縦８０ピクセル

・データ容量・ファイル形式 ： １５ＫＢ以下、JPG ファイル

・データ送信先・問い合わせ先アドレス ： rflj.niigata@shinsen.biz

HPアドレス・リンク先URL

(企業PR、応援動画・写真等)

ご協賛金額 円

ご協賛金振込口座

●銀行名
第四北越
銀行

本店営業部（支店コード200） 普通預金 2 6 7 0 2 2 2

●口座名義 リレー・フォー・ライフ・ジャパンにいがた

実行委員長 石塚紀明

※大変恐れ入りますが、振込手数料は貴社・貴団体さまにてご負担くださいますようお願いいたします。

※領収書の必要な方はお手数ですが実行委員会事務局までご連絡ください。



Fax.025-241-0768
E-mail.rflj.niigata@shinsen.biz
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<参加申し込み専用事務局>
株式会社新宣
Pマーク取得NO.23860020

申し込み締め切り：2022年9月15日（木）

このままFAX送信するか、同内容を電子メールで送信してください。

〒

※参加者説明会（【仮】9/22、Zoomによる）の参加可否については・・・　　参加　・　不参加

※団体参加は参加予定人数をご記入ください。 　内サバイバー

人

　内高校生以下

人 人

■□■ルミナリエバッグ：500円/枚　の寄付にもご協力ください■□■

■□■チャリティ参加費：1,000円/人　（サバイバー、高校生以下無料）■□■

住所

電話番号

メールアドレス

またはFAX

参加人数

※ご記入いただいた個人情報は「リレー・フォー・ライフ・ジャパンにいがた」に関するご案内、ご確認、発送、集計、分析以外

の目的には使用いたしません。 参加申込専用事務局（株）新宣 朱鷺メッセ営業所　プライバシーマーク取得

NO.23860020

※団体で参加の場合はこちらの申込書とあわせて団体専用申込書へのご記入をお願いいたします。テントなどの備品レンタ

ルが可能となります。

「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた」の趣旨に賛同し、以下の通り申し込みます。

申込日：2022年　　　　月　　　　日

団体・個人
※いずれかに○をつける

フリガナ

ご担当者名
（団体の場合 ※2）

フリガナ

FAX fax.025-241-0768 e-mail.rflj.niigata＠shinsen.biz

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた

参加申込書
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このままFAX送信するか、同内容を電子メールで送信してください。

※記入欄が足りない場合はページを追加してご記入ください。

11

12

13

14

15

新潟　太郎記入例

代表者

2

3

4

5

7

8

9

10

6

男・女 新潟市中央区

がん経験者 高校生以下

男・女

住所（市町村名まで）

○

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

NO 氏　名 性別

受付締切日：2022年9月15日（木）必着

人数 人

申込日：2022年　　　　月　　　　日

リレー・フォー・ライフ・ジャパン2022にいがた

FAX fax.025-241-0768 e-mail.rflj.niigata＠shinsen.biz

チーム名

団体専用申込書


